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19 野出孝一：シンポジウム「男性更年期と循環器疾患」．第８回日本Men’s Health医学会．2008，

11，29．

20 挽地 裕：それでも僕はバイパス術に挑戦する―ステント治療の限界と可能性―．第22回冠疾患学

会学術集会．2008，12，12．

地方規模の学会

1 内野真純，中村郁子，山本唯史，深澤素子，長友大輔，錦戸利幸，琴岡憲彦，吉田和代，橋本重正，



井上晃男，野出孝一：著名な肺高血圧と急激な経過を呈し，剖検組織所見で診断がついた１症例．

第104回日本循環器学会九州地方会．2008，６，28．

2 錦戸利幸，吉田和代，松下哲也，青木洋介，福岡麻美，永沢善三，井上晃男，野出孝一：循環器内

科入院患者における細菌感染症の原因と起炎菌についての検討．第104回日本循環器学会九州地方

会．2008，６，28．

3 山元芙美，山本唯史，中村郁子，松下哲也，藤松大輔，小松愛子，琴岡憲彦，橋本重正，挽地 裕，

井上晃男，野出孝一：左冠動脈主幹部慢性閉塞病変に対してのステント留置を行った重症心筋梗塞

の１例．第５回 JACCT＆第15回 JSIC九州合同地方会．2008，８，30．

4 野出孝一：ACSにおけるスタチンの役割．第６回 JACCT東海北陸地方会．2008，10，３．

5 野出孝一：セミナー「心腎関連の治療戦略」．第106回日本循環器学会近畿地方会．2008，11，29．

6 野出孝一：教育セッション「動脈硬化における血管炎症の役割」．第106回日本循環器学会近畿地方

会．2008，11，29．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 野出 孝一 科学研究費補助金 基盤研究 心不全の新規治療法の開発 1,950

教 授 野出 孝一 厚生労働科学研究費 医療技術実用

化総合研究

糖尿病冠動脈疾患患者における，積極

的脂質低下療法，降圧療法に関する臨

床試験計画作成

650

講 師 琴岡 憲彦 ファイザーヘルスリサーチ

振興財団

若手研究者国

内共同研究

在宅介護サービスと医療の連携による

高齢者心不全在宅診療の研究

2,000

教 授 野出 孝一 日本腎臓財団 慢性腎不全患者の心機能に対するエリ

スロポエチンの効果

5,000

学術（学会）賞

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

准教授 井上 晃男 Best Paper Award: Translational
 

Science AHA
 

Mobilization of CD34-Positive bone marrow-der
 

ived cells after coronary stent implantation:impact
 

on restenosis

-


